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インフル工ンザワクチンの需要に関する研究  

三浦 宜彦（埼玉県立大学）   

インフルエンザワクチン接種の実態を把握し，今後のインフルエ   

ンザワクチンの需要を予測することを目的として，都道府県を層と  

して無作為に抽出した4，874施設を対象に平成18年度のインフルエ  

ンザワクチン接種実施状況調査を実施した結果，平成19年度のワク   

チン需要数は約1942万本から約1997万本と推計された．  

のワクチンの在庫状況についても併せ   

て調査を行った．  

需要見込本数の予測に際しては，接種   

回数に対して以下の2通りの仮定を設定   

し，最大値と最小値の推計を行った．   

最大値の推計にあたっては，13歳以上  

については，本調査の世代別接種回数別  

接種状況に関する集計結果で得られた  

割合で1回接種，2回接種を実施し，13  

歳末満についてはすべて2回接種を実施  

すると仮定した，最小値の推計では，13  

歳以上についてはすべて1回接種を実施   

し，13歳末備についてはすべて2回接種   

を実施すると仮定した．  

1回あたりの接種量は，薬事法の用量  

に従い，1歳末満が0．1ml，l～6歳が0．2ml，  

6～13歳が0．3ml，13歳以上が0．5mlとし  

た．ただし，バイアルの残量等，一宮，  

使用しきれずに廃棄されることがある   

A．研究目的  

インフルエンザワクチン接種の実態   

を把握し，今後のインフルエンザワクチ   

ンの需要を予測することを目的とする．  

B．研究方法   

（社）日本医薬品卸業連合会の協力を   

得て，全国の同連合会加盟の医薬品卸売  

業者が15年度に1本以上を供給した医療   

機関，老人保健施設および福祉施設（以  

下医療機関等という）75，997施設の中か  

ら，都道府県を層として無作割こ抽出し  

た4，874施設（抽出率6．4％）を対象にイ  

ンフルエンザワクチンの購入本数，使用   

本数，世代別接種回数別接種状況，次年  

度見込接種者数を調査し，その集計結果   

から18年度の接種状況の推定およびi9   

年度の需要見込本数の予測等を行った．  

また，1拍二度および17年度のi2月末現在  



C．研究結果   

（1）回収数，回収率   

表1は，都道府県別調査対象数，回収   

数，回収率である．  

回収率を全国でみると33．0％で，都道   

府県別には滋賀県の21．3％から宮城県   

の50．0％であった．また，母数に対する   

回収数率は2．1％で，都道府県別には滋   

賀県のl．4％から宮城県の3．2％であった．  

ため，需要見込本数の予測に際して，廃   

棄量を加算した．  

廃棄量の推定は，以Fの方法により求   

めた廃棄割合の推定値によって行った．  

ト 本調査における世代別接種回数別  

接種状況から回答施設における実  

際の接種量を推定する．  

2．上記の接種量と本調査における回  

答施設の使用本数の比により，18  

年度の廃棄割合を推定する．  

3．同様に，17年度の調査データから  

17年度の廃棄割合を推定する．  

4．2年分の廃棄割合の平均値を求め，  

廃棄割合の推定値とする．  

ところで，本調査による使用本数の回   

答から推定される全国の使用本数とワ   

クチンメーカによる使用本数の集計数   

には，例年，若干の差異が生じている．   

これは，本調査における回答施設の偏り   

に起因するものと推察される．そこで，   

18年度の接種状況の推定および19年度   

の需要見込本数の予測にあたっては，最  

終的にこの偏りについての補正を行っ   

た．  

使用本数の表記は，すべて1mlバイア   

ルに換算したものである．また，以上の   

演算はSAS fbrWindowsRelease8．2を使   

用して行った．  

（2）ワクチン購入本数および使用本数  

表2は回答のあった医療機関等のワク   

チン購入本数と使用本数をそれぞれ都   

道府県別に集計し，母数に対する回収率   

から全国値の推計を行ったものである．   

購入本数の集計数の全国合計は，  

450，111本であった．全国推計値は，  

21，446，449本で，都道府県別には佐賀県  

の133，013本から東京都の2，103，942本ま  

でであった．  

使用本数の集計数の全国合計は，  

414っ057本であった．全国推計値は，  

19，728フ583本で，都道府県別には高知県  

の110，744本から東京都の1，895，430本ま  

でであった．  

なお，ワクチンメーカによる集計では，   

同年度の使用本数は，18，77l，638本とな  

っており，本結果は約5．19も過大に推計   

している．   



（3）世代別・接種回数別ワクチン接種  

人数と接種回数割合  

表3′、表7はインフルニンザワクチン  

の世代別・接種回数別人数を都道府県別  

にみるとともに，世代別に接種回数割合   

を示したものである．   

1歳未満では，全国推計値でl回接種の   

実施人数が＝，885人，2回接種の実施人  

数が88，164人で，合計101，582人となって  

おり，86．8％が2回接種による実施とな   

っていた．   

1～6歳では，全国推計値でl回接種の  

実施人数が27▲4，920人，2回接種の実施人  

数が2，739，174人で，合計3，026，803人とな  

っており，卯．5％が2回接種による実施   

となっていた．  

6～13歳では，全国推計値でl回接種の  

実施人数が626，850人，2回接種の実施人  

数が2，587，360人で，合計3，239，546人とな  

っており，79．9％が2回接種による実施   

となっていた．   

13～65歳では，全国推計値でl回接種  

の実施人数が15っ794，408人，2回接種の実  

施人数が738，225人で，合計16，614，874人  

となっており二4．4％が2回接種による実   

施となっていた．  

65歳以上では，全国推計値でl回接種  

の実施人数が13，98iフ237人，2回接種の実  

施人数が267，684人，合計14，288，753人と  

なっており，1．9％が2同接種による実施   

となっていた．  

（4）世代別ワクチン接種人数と接種率  

表8は，本調査による使用本数の全国   

推計値とワクチンメーカによる使用本   

数の集計数の比によって，上記で求めた   

全国の世代別接種音数を補正するとと   

もに，18年人口推計の当該年齢推計人口  

によって接種率を算出したものである．  

接種者数は，いずれも約5．1％少なく   

なり，総数では35，593，729人であった．  

接種率は，1歳末満が8．9％，1～6歳が   

51．5％，6～13歳が36．9％，13～65歳が  

18．4％，65歳以上が51．1％，全年齢が   

27．9％であった．  

（5）需要見込人数（集計数，推計値）  

表9は，19年度の実施予定人数を都道   

府県別にみたものである．回収ベースで  

1歳末満が3，753人，1～6歳で75フ842人，6  

～13歳で82，677人，13～65歳が325，725  

人，65歳以上が299，982人であった．   

表10は，表9から母数に対する回収率  

によって，全国推計値を求めたものであ  

る．1歳末満が187，190人，1～6歳が  

3，876，655人，6～13歳が4，i69，101人，13  

～65歳が16，685，255人，65歳以上が  

14，840っ550人であった．   

1  



廃棄割合の推定値は，17年度が約   

1．26％，18年度が約4．引％であった．そ   

こで，両者の平均値2．78％を廃棄割合と   

仮定して，廃棄量を加算した．  

表14は，本調査による使用本数の全国   

推計値とワクチンメーカによる使用本   

数の集計数の比によって，需要見込本数   

を補正するとともに，廃棄量を加算した   

ものである．最終的に，19年度のワクチ   

ン需要本数は ，19，415，479本から  

19，972，340本と推計された．  

（6）需要見込本数  

衷11，12は表川の需要人数から需要本   

数を推計した結果で，表11が最大値，表   

12が最小値である．  

全国の需要本数の最大推計値は，1歳  

末満が37，438本，l～6歳がl，550，662本，  

6～13歳が2，50l，460本，13～65歳が  

8ゥ750，743本，65歳以上が7，581，554本であ  

り，総数は20，42l，857本となった．最小  

推計値は，1歳末満が37，438本，l～6歳  

が1，550，662本，6～13歳が2，501，460本，  

13～65歳が8，342，627本，65歳以上が  

7，420，275本であり，総数は19，852，463本  

となった．  

ところで，インフルエンザワクチンの   

容量は0．5mlまたは1．Omlであり，保存料   

を含まないため，一部，使用しきれなか   

った残量が廃棄されることになる．そこ  

で，本調査の使用本数の回答と，世代別  

接種回数別接種者数から求められる使   

用本数との比を求め，廃棄割合を推定し   

た．  

表13は，本年度および前年度の調査よ   

り，廃棄割合を推定したものである．本   

推定においては，使用本数および世代別  

接種回数別接種者数の両方に欠損値の   

ない施設の回答のみを使用しているた   

め，ここでの回答使用本数の集計数は，   

表2の使用本数の合計とは一致しない．  

（7）在庫状況  

表15は17年度および18年度の12月末   

現在のワクチンの在庫状況である．   

17年度に関しては，「接種希望（見込   

み）者に対して，在庫に余裕があった」   

とする施設等が8割弱であったが，18年   

度はほとんどの施設等において余裕あ   

り，ワクチンの円滑な供給が行われてい   

た．  

D．考 察  

18年度のインフルエンザワクチンの  

使用本数は約1973万本と推計された．こ   

れは前年度の調査で推計した17年度の   

使用本数2047万本よりも3．6％の減少で   

あった．一方，ワクチンメーカからの納   

入本数と返品本放との差に基づく使用   



本数についても，17年度は1932万本であ   

ったものが，18年度は1877万本と約   

2．8％（7）減少がみられており，過去10年   

で初めての減少となった．  

図1に世代別の接種率の推移を示す．   

これは，過去の本調査による各年度の接  

種者数の推定値を当該年度の国勢調査   

または人口推計に基づく人口で除した   

ものである．   

18年度においては17年度に比べて，い   

ずれの世代でも接種率の低下がみられ   

た．しかし，13歳以上の低下がわずかで   

あるのに対して，13歳末満，とくにl～6   

歳の低下は，比較的大きなものであった．  

19年度の接種者数の見込については，   

柑年度人口推計による推計人口で除し  

た接種率の見込を表示した．13歳以上に   

ついては，ほぼ横ばいであるとみられて   

いるが，これまでの傾向から判断して，  

ほぼ妥当なものと言えよう．→方，13   

歳末満については，大きく伸びるものと   

みられている．  

これについては，18年度の減少を取り   

戻すべく，大きく増加するという見方も   

できるが，18年度の減少傾向がそのまま  

続くと見ることもでき，判断の分かれる   

ところであろう．しかしながら，13歳末   

満の人口の占める割合は，全体の1割強   

にすぎず，2回授権が前提であるとはい   

っても1回当たりの接種量が少ないた好），   

全体の需要本数に与える影響は比較的   

小さなものである．仮に13歳末満の接種   

率が横ばいであるとしても，需要本数は   

70万本程度減少する程度である．したが   

って，19年度の需要本数の予測に際して   

は，調査から得られた接種見込人数をそ   

のまま採用することとした．  

以上のことから，19年度のインフルエ   

ンザワクチンの需要は，1942万本～1997   

万本と見込まれる．  

なお， この予測は，あくまでも現在の  

社会状況等を前提としたものである．新  

種のインフルエンザまたは類似の呼吸   

器感染症の流行やその恐れ，またそれら   

に関する報道の状況，あるいはワクチン   

接種に関する手続・制度等に変化が見ら   

れた場合には，ワクチン需要に影響が及   

ぶ可能性のあることに留意する必要が   

ある．   
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表1都道府県別対象数，回収数，回収率等   



表2 都道府県別にみたワクチン購入■使用本数  

集計数は0．5血バイアルを1mレくイアルに換算して本数を算出し了小数点以下を四捨五入している．  

そのため都道府県の合計が全国と山致しない場合がある＿  

推計数は小数点以下を四捨五入しているため都道府県の合計が全国と】致しない場合がある．   



表3 都道府県別にみた1歳未満接種状況  

集計数．推計数ともに若干の接種回数不明のいる場合があるため，1回接種と2回接種の合計が計に一致しない場合がある  

推計値の人数は．小数点以下を四捨五入しているため都道府県の合計が全国と一致しない場合がある．  

■事   



表4 都道府県別にみた1～6歳接種状況  

集計数．推計数ともに若干の接種回数不明のいる場合があるため．1回接種と2回接種の合計が計に一致しない場合がある  

推計値の人数は．小数点以下を四捨五入しているため都道府県の合計が全国と一致しない場合がある  

1〔）   




